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Ⅰ．はじめに

　平成１１年４月に「感染症の予防及び感染症の患者に
対する医療に関する法律（感染症法）」1)が施行され、
この法律に基づく「感染症発生動向調査」が全国で開

始された。さらに、平成１５年１１月には同法が一部改
正2)され、感染症の情報と共に病原体の情報も広くか
つ正確に把握されるようになった。
　飯田保健所では、この「感染症発生動向調査」に先
駆けて平成７年から管内における感染症予防対策の資
とすることを目的に「病原体検出サーベイランス事
業」3)4)を行ってきた。しかし、平成１５年の感染症法の
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目的：飯田保健所が実施している糞便由来病原体モニタリングが、「感染症発生動向調査」を補完してい
るか否かについて検討した。
方法：平成７年から平成１９年まで、飯田下伊那地方の主な４病院と保健所を定点として糞便由来病原体モ
ニタリングを実施した。モニタリング対象病原体の内、カンピロバクターとサルモネラの２種を検討に用
いた。この２種の検出状況と、事業で追加調査として行ったカンピロバクターの年齢別・性別陽性者数及
びサルモネラの血清型別検出数を資料として、得られた情報の考察を行った。その結果、「感染症発症動
向調査」のみの場合に比べ、予防活動に有用な具体的な情報が、より多く得られたかどうかを確認した。
結果：近年、カンピロバクターの検出数は他の病原体の検出数に比較して多く、食中毒対策において重要
な位置を占めると考えられた。陽性者の年齢別では、若い年齢層が多く、この年代への介入が効果的であ
ることが考えられた。サルモネラの検出数は減少傾向にあり、血清型S.Enteritidisの動向から鶏卵の規格
基準等の制定による効果が推測された。しかし、動物由来感染症による検出数の増加も考えられ、今後、
注意する必要があると思われた。
結論：飯田保健所が実施してきた糞便由来病原体モニタリングは、「感染症発生動向調査」のみでは得ら
れない感染症や食中毒予防対策に役立つと考えられる詳細な情報が得られ、「感染症発生動向調査」を補
完すると考えた。
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改正に伴い、その翌年、この事業の見直しを行った。
　見直しを行った平成１６年時点では、飯田保健所管内
での「感染症発生動向調査」における感染性胃腸炎届
出患者数は、長野県の定点あたりの平均に比べ多い状
況であった5）。しかし、予防対策を行う上で必要と思
われる、地域における感染性胃腸炎の病原体の情報は、
同調査では十分とは考えられなかった。そこで、「感
染症発生動向調査」を補完する目的で、平成１７年度か
らは「糞便由来病原体検出サーベイランス事業6)」と
して糞便由来病原体のモニタリングのみを継続実施す
ることとした。
　モニタリングの対象病原体の内、飯田保健所管内で
大規模な集団発生があったカンピロバクター（Cam�
pylobacter jejuni, Campylobacter coli）とサルモネラ
（Salmonella enterica）の二つを検討の資料として用い、
この糞便由来病原体のモニタリングが「感染症発生動
向調査」を補完しているか否かについて検討した。

Ⅱ．方　　　法

A　糞便由来病原体検出サーベイランス事業の概要

　飯田保健所は、管内医療機関及び社団法人長野県臨
床衛生検査技師会南信支部飯田下伊那地区臨床検査研
究会の協力を得て病原体検出サーベイランス事業及び
糞便由来病原体検出サーベイランス事業を実施した。
　この事業では定点機関が検出した病原体の情報を保
健所が収集・解析し、得られた情報を定点機関や飯田
医師会へ月報として提供し、情報の共有化を図ってき
た（図１）。

１　定点機関
　定点機関は、飯田保健所管内の微生物検査を自施設
で実施している主な４病院（飯田市立病院、健和会病
院、栗山会飯田病院、長野県立阿南病院）と飯田保健
所とした。
２　調査期間
　平成７年１月１日から平成１９年１２月３１日。その内、
平成７年１月１日から平成１６年１２月３１日は病原体検出
サーベイランス事業として、平成１７年１月１日から平

成１９年１２月３１日は糞便由来病原体検出サーベイランス
事業として実施した。
３　対象病原体
　病原体検出サーベイランス事業（糞便由来のみ）及
び糞便由来病原体検出サーベイランス事業における対
象病原体を表１に示した。なお、平成１２年には実施要
領を改正し、ロタウイルス（Rotavirus）を追加した。

４　検査方法
　病原体の検査方法は、原則的には各定点機関の検査
マニュアルによった。なお、今回検討の対象としたカ
ンピロバクターの陽性の判定は、カンピロバクター選
択培地で検出された菌株で性状試験がCampylobacter 
jejuniもしくはCampylobacter coliと一致したものとし
た。サルモネラについては、検出された菌株がサルモ
ネラの性状試験に一致し、かつサルモネラ免疫血清試
験（Ｏ群別）で陽性となったものとした。
B　追加調査

１　カンピロバクター陽性者調査
　平成１４年から平成１７年における事業で明らかになっ
たカンピロバクター陽性者は４３６人であった。詳細は
後述するが、疫学的特徴を明らかにする目的で、糞便
由来病原体検出サーベイランス事業における特別調査
としてカンピロバクター陽性者調査を行なった。この
調査では、性別・年齢別人数に関する情報の提供を定
点機関に依頼した。
２　サルモネラ血清型別検査
　病原体検出サーベイランス事業及び糞便由来病原体
検出サーベイランス事業の一環として、地域における
サルモネラ感染症患者の疫学要因を明確にする目的で
サルモネラ血清型別検査を実施した。この検査では、
平成７年から平成１９年の期間に、定点医療機関から保
健所へ検査依頼のあった検出菌株について、定点医療
機関の許可を得て、保健所が菌株のサルモネラＯ群と
Ｈ抗原を検査し、血清型を確定した。
　定点医療機関から保健所へ血清型別検査依頼のあっ
た菌株数は２０３件で、これは検出されたサルモネラの

図１　糞便由来病原体検出サーベランスのシステム

表１　対象病原体
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４１．７％に当たった。
C　「感染症発生動向調査」に対する補完の検討

　今回検討を行った二つの糞便由来病原体の動向の把
握により、保健所が予防目的で地域を対象に行う介入
活動のための具体的情報が、「感染症発症動向調査」
だけの場合に比べて、より多く得られたかどうかによ
り、補完しているかどうかを検討した。

Ⅲ．結　　　果

A　カンピロバクターについて

　図２に、対象病原体の実施要領を改正した平成１２年
から平成１９年までの主な糞便由来病原体別の年次別検
出数を示した。カンピロバクターの年次別検出数を他
の病原体の検出数と比較した。カンピロバクターの検
出数は、平成１３年から平成１６年は病原性大腸菌に次い
で２番目に多く、平成１２年と平成１７年から１９年は１番
多かった。

　図３に平成７年から平成１９年までのカンピロバク
ターの年次別検出数の推移を示した。平成１２年（１１５
件）は前年（６１件）比で、約２倍と急増していた。観
察期間中の年次別検出数のピークは、平成１６年（１２８
件）であった。その後は減少傾向を示してはいたもの
の、平成１１年以前の状況に比較すると多いという結果
であった。

　図４に平成１４年から平成１７年までの男女別のカンピ
ロバクター陽性者数を年次別に示した。いずれの年次
も、男性の陽性者数が女性の陽性者数を上回っていた。
４年間の合計の男女比は６対４であった。

　図５に平成１４年から平成１７年までのカンピロバク
ターの年齢別陽性者の数を示した。最も多かったのは
１５歳～１９歳の年齢層であった。また、１０歳代と２０歳代
を合わせると、全陽性者数の５割を超えていた（図
６）。

B　サルモネラについて

　サルモネラの年次別検出数を図７に示した。サルモ
ネラは平成７年から平成１０年までは検出数が多いとい
う結果であった。特に平成９年は検出数１４２件で、最
も多かった。平成１１年から１９年までは平成１５年を除く
と、それ以前の期間に比べて検出数は少なかった。
　サルモネラ血清型別検査でS.Enteritidisの占める割
合は６５．０％であった。S.Enteritidisの年次別同定数を
図８に示した。その推移はサルモネラの年次別推移と
同様な状況を示した。

図２　糞便由来病原体別年次別検出数

図３　カンピロバクターの年次別検出数

図５　カンピロバクターの年齢別陽性者数
（Ｈ．１４～１７年）

図６　カンピロバクターの年代別検出割合
（平成１４年～１７年）

図４　カンピロバクター男女別陽性者数
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Ⅳ．考　　　察

　定点とした４病院の病床数は、飯田下伊那地域の全
病院の病床数の約６５％（平成１８年１０月１日現在）を占
めていた7)。したがって、今回の検討に用いた事業に
よる病原体の動向は、ほぼ飯田下伊那地域における病
原体の動向を反映しているものと考えられた。
　今回検討したカンピロバクターの年次別の検出数は、
平成１２年に急増した。これは、飯田市で仕出し弁当を
原因食品とするカンピロバクターの集団食中毒が発生
したことによるものと考えられた8)。今回の検討で明
らかになった平成１２年以降のカンピロバクターの急増
は、他の地域の調査でも確認されている9)。増加の理
由として生鶏肉、生レバー等への消費者の食に対する
嗜好の変化や鶏肉からの２次感染、海外渡航、水系感
染等も考えられることが示唆されている9)10)。今回の検
討では、資料が不十分で、増加の原因を十分に明らか
にすることはできなかった。
　一方、平成１７年以後のカンピロバクターの減少傾向
は、平成１７年度以降に飯田保健所が感染症・食中毒対
策として行ってきた「糞便由来病原体検出サーベイラ
ンス事業」におけるカンピロバクターに関する情報提
供や「食中毒０運動！手洗い徹底推進事業」11)等の成
果と考えられた。
　地域では、依然としてカンピロバクターの検出数は
他の病原体に比べて多く、カンピロバクターの予防対
策は、今後も食中毒対策において重要な位置を占める
と考えられた。また、カンピロバクター陽性者は、性
別では男性が多く、年齢別では若い年齢層の患者が多

く占めることが分かった。その理由については今回の
資料の範囲ではわからなかったが、この対象を介入の
重点にすることは、予防対策の効果を上げることにつ
ながると考えた。今後事例を重ねて検討を続けたい。
　サルモネラについてみると、検出数が最も多かった
のは、平成９年であった。この年には、飯田保健所管
内でS. Enteritidisを原因菌とする大規模な集団食中
毒の発生があった12)。その集団食中毒の原因食品はマ
カロニサラダであったが、汚染された鶏卵からの二次
汚染も考えられた。その後、平成１１年以降、S. Enter-
itidisの検出数は減少を示した。これは、サルモネラ
による食中毒の発生防止のため、厚生省（厚生労働
省）が「鶏の卵についての表示基準、鶏の液卵につい
ての規格基準」13)を新たに施行したことと関連がある
のではないかと考えた。
　平成１５年にサルモネラの検出数は再び増加していた。
この年には福祉施設で飼育していた鶏の糞に関係した
S. Enteritidisの感染症様事例が発生しており、これ
による増加であることが推定された。この事例からは、
動物由来によるサルモネラ感染症や食中毒対策も、今
後、必要であると考えられた。

Ⅴ．ま　と　め

　今回、飯田下伊那地域における糞便由来病原体のモ
ニタリング事業の中で、カンピロバクターやサルモネ
ラの動向を分析し、本事業が「感染症発生動向調査」
を補完する有用な事業であるかどうかを検討した。そ
の結果、本事業は「感染症発生動向調査」で得ること
ができない詳細な病原体の情報を得ることができ、そ
れは、効果的な感染症や食中毒予防対策を行うために
不可欠な情報であることが確認できた。
　また、飯田保健所が実施してきたような地域を対象
とした糞便由来病原体モニタリングの報告例9)14)は多
くはない。「感染症発生動向調査」を補完し、地域の
感染症を監視していくために、本事業の継続は必要で
あると考えられた。

　最後にこの事業に御協力いただきました定点医療機
関ならびに平成１９年度に研究助成をいただきました大
同生命厚生事業団の皆様に深謝申し上げます。

図７　サルモネラの年次別検出数

図８　S. Enteritidisの年次別同定数
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